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1)

代表取締役　椎葉　保孝

2)

3) 山神

山本

TEL 　

FAX

Email

4) 総合建設業

生コン製造・販売

5)

6） ５月～翌年４月

7） 熊本県知事　許可（特-４）第　２５４５　号

土木工事業 建築工事業

とび・土工工事業 管工事業

舗装工事業 塗装工事業

造園工事業 水道施設工事業

解体工事業

8） ＩＳＯ　９００１：２０１５
ＪＩＳ　Ａ　５３０８

9） 創　　業 武田建設

組織の変更 武田建設→(資)武田建設

合　　併 (資)武田建設・(資)龍建設→(株)武田建設

上記の全組織及び全活動

1) 対象事業所

2) 事業活動 土木工事業 造園工事業
とび・土工工事業 解体工事業
舗装工事業、資材倉庫 建築工事業

資 材 倉 庫

〒868-0701 熊本県球磨郡水上村岩野74-2
〒868-0701 熊本県球磨郡水上村岩野27-23
〒868-0701 熊本県球磨郡水上村岩野139

〒868-0701 熊本県球磨郡水上村岩野174-1
〒868-0701 熊本県球磨郡水上村岩野2255-1

〒868-0702 熊本県球磨郡水上村岩野153-1

１　組織の概要

２　認証・登録の対象範囲

環境管理責任者

従業員数

延床面積

株式会社　武田建設

機械整備工場

昭和32年10月29日

昭和37年 5月 7日

昭和43年 5月 7日

沿　革

事業の内容

事業の規模

人

許　可

登　録

総売上額

事業者名

代表者氏名

所 在 地

担 当 者

連 絡 先 0966-44-0334

0966-44-0745

takeda@ichifusa.jp

本 社
生 コ ン 工 場

舗 装 機 械 倉 庫

事業年度

本社、生コン工場、車両機械整備工場、仮設材倉庫

舗装機械倉庫、資材倉庫

仮 設 材 倉 庫
機 械 整 備 工 場

㎡

1,096百万円 （2021年度）

生コン工場

3

68.04432.74

33

単位

1

353.08

本　社
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・上記の結果を代表者に報告する

・環境管理責任者を補佐し、EA21文章及び記録類並びに基礎データの
　作成・維持・集計・管理を行う

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を従業員に周知する

・環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する

・環境への取組を実施するため資源(人・もの・金)を準備

・EA21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

・EA21ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの要求事項を満たす環境経営システムを構築、実行し
　環境実績を向上させる

・毎年、環境経営目標、環境経営計画を作成する

・3ヶ月に1回、環境経営目標の達成状況及び計画実施状況を確認・評価する

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する

所属

代表者

環境管理
責任者

事務局

各部門長
・自部門に関連する法規制等を遵守する

・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施

・自部門の教育・訓練を実施する

全従業員

役割・責任・権限

・代表者として環境経営全般について責任を持つ

・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する

・環境管理責任者、E21事務局を任命する

営業部門長工事部門長生ｺﾝ工場長

３　環境活動実施体制

代表者

椎葉 保孝

環境管理責任者

山 神

事務局

山 本

総務部長
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 1)

 2)

 3)

 4)

 5)

 6)

 7)

 8)

 9)

制定日　2022年　10月　1日

株式会社　武田建設

代表取締役　　椎葉　保孝

４　環境経営方針

節水を心掛け、水道使用量の削減を推進します

環境関連法規則及び協定を遵守します

本方針を全従業員に周知させます

環境目標を定め、定期的に見直しを行い継続的改善に努めます

電力・燃料の使用を可能な限り減らし二酸化炭素排出量の削減に努めます

分別・リサイクルを徹底することで混合廃棄物排出量を削減に努めます

環境に配慮した施工技術の開発と顧客への提案を推進します

地域の自然環境保全活動の貢献に努めます

社員に環境に関して教育を実施することで環境保全への意識向上を図ります

株式会社武田建設は、地域の自然を次世代に引き継ぐために、環境負荷を

意識し自然環境や地域住民の方々に十分な配慮をした施工に努めます。

また、総合建設業を営む事業所として、社員1人1人が積極的・継続的に環

境の保全活動へ取り組み、地域への責任と役割を果たしていきます。
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活動期間（試行期間）2022年10月-2022年12月

件 件 件 件 件 件

備考

1.購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.391kg-CO2/kWh(九州電力　2021年度・調整後)を使用した

2.試行期間 本社は、0.391kg-CO2/kWh(九州電力　2021年度・調整後)を使用した

５　環境経営目標（２０２２年度）

環境活動目標 年間

2021年5月
-2022年4月

463,462.2 458,827.6 116,195.3 454,193.0 449,558.4

2024年度
(3%削減)

1.二酸化炭素排出量の削減

年間 試行期間

2022年5月
-2023年4月

2022年10月
-2022年12月

2023年5月
-2024年4月

2024年5月
-2025年4月

kg-CO2

単位

2022年度(1%削減) 2023年度
(2%削減)試行期間

2021年10月
-2021年12月

117,369.0

基準年
2021年度

(1) 電気使用量削減

　　本社

　　現場

kWh

kWh 5,212.4 332.6 5,159.7 5,107.1

29,321.0 29,027.8 6,211.3 28,734.6 28,441.4

　　生コン工場

6,274.0

　　現場

ℓ

ℓ

5,265.0

7,658.4

　　現場 ℓ 120,360.1 119,156.5 26,695.1 117,952.9 116,749.3

(3) 軽油

　　生コン工場 ℓ 34,421.5 34,077.3 11,947.4 33,733.0 33,388.8

26,964.7

12,068.1

　　現場 ℓ 565.0 559.4 148.5 553.7 548.1

(4) 灯油

　　本社 ℓ 1,666.0 1,649.3 773.2 1,632.7 1,616.0

(5) 液化石油ガス

54.9 54.3

　　現場 kg 119.3 118.1 29.7 116.9 115.7

　　本社 kg 56.0 55.5 13.4

目標設定
活動実施

目標設定
活動実施

 建設リサイクル100％ ％ 100% 100% 100% 100% 100%

一般廃棄物排出量の削減
分別活動
の実施

分別活動
の実施

分別活動
の実施

分別活動
の実施

100%

339.6 78.279.0

1 1 2 1 2 25.地域貢献活動の推進

目標

2.廃棄物排出量の削減

3.水使用量の削減

4.環境に配慮した施工
環境活動
の実施

環境活動
の実施

件

環境活動
の実施

環境活動
の実施

環境活動
の実施

環境活動
の実施

336.1 336.1m3 343.0

6,318.2 6,255.0 1,773.5 6,191.8 6,128.6

7,581.8 1,922.4 7,505.2 7,428.6

1,791.4

30,626.6 7,520.0 30,317.3 30,007.9

　　生コン工場 ℓ 865.4 856.7 215.6 848.1 839.4

(2) ｶﾞｿﾘﾝ使用料削減

　　本社

336.0

1,941.8

217.8

7,596.0kWh 30,936.0

781.0

150.0

13.5

30.0
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結果

1 ○

2 ○

3 △

4 ◎

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

結果

1 ○

2 △

3 ○

1 ○

2 ○

結果

1 ○

2 ◎

結果

1 ○

2 ○

結果

1 ◎

2 ○

６　環境経営計画(試行期間)

一般廃棄物

産業廃棄物
　マニフェスト伝票で適正処理が行われているか確認する

　裏紙利用による紙使用量削減

　リサイクルの推進と分別の徹底

　廃棄物処分場への運搬処理

活動項目

　こまめな消灯

　設備の空運転禁止

　室温設定を見直す

燃料使用量削減
（ガソリン・軽油）

　ペーパーレス化

　エアコン室外機・フィルターの定期点検

　不用なアイドリングの禁止

 １ 二酸化炭素排出量の削減

総務部

5月～6月 8月～10月 11月～1月 2月～4月

5月～6月 8月～10月 11月～1月 2月～4月

5月～6月

2月～4月

8月～10月 11月～1月 2月～4月

現場

　漏水の定期点検

　節水習慣の徹底

　急加速・急停止の抑制

各現場毎

各現場毎

各現場毎

現場事務所

総務部

全社員

全社員

 ２ 廃棄物排出量の削減

 ３ 水使用量削減

事務所 現場

電気使用量削減

　タイヤ圧の点検、車両整備点検の実施

　不用なものは降ろす

各現場毎

各現場毎

総務部

全社員

全社員

総務部

全社員

事務所

┌担当責任者┐ ┌スケジュール┐

5月～6月 8月～10月 11月～1月 2月～4月現場事務所

　会社周辺の清掃・ロードクリーンボランティア

 ４ 環境に配慮した施工

　工事による廃材・汚泥の適切な処理

全社員

現場

- 各現場毎
　現場における騒音・振動に配慮した施工

　建設現場及び周辺の自然環境を把握し、環境保全を図る

事務所

各現場毎

5月～6月 8月～10月 11月～1月

 ５ 地域貢献活動の推進
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達成状況

84% △

112% ○

190% ○

41% ✕

115% ○

135% ○

126% ○

159% ○

66% ✕

138% ○

92% △

285% ○

1414% ○

100% ○

100% ○

145% ○

100% ○

件 件 件 件 件 100% ○

備考

100％以上=○

 70％以上100％未満=△

 70％未満=✕（是正処置の対象）

試行期間：2022.10～2022.12

評価

2022年度

試行期間

達成率
％

評価

試行期間

実施した

54.0

実施した

2.1

162.0

40,698.7

5.地域貢献活動の推進 件

4.環境に配慮した施工
環境活動
の実施

環境活動
の実施

環境活動
の実施

環境活動
の実施

1,669.6

3.水使用量の削減 m3 343.0 79.0 339.6 78.2

建設リサイクル100％ ％ 100% 100% 100% 100% 100%

一般廃棄物排出量の削減
分別活動
の実施

分別活動
の実施

分別活動
の実施

分別活動
の実施

2.廃棄物排出量の削減

　　現場 kg 119.3 30.0 118.1 29.7

　　本社 kg 56.0 13.5 55.5 13.4 4.7

(5) 液化石油ガス kg

　　現場 ℓ 565.0 150.0 559.4 148.5

　　本社 ℓ 1,666.0 781.0 1,649.3 773.2 561.0

(4) 灯油 ℓ

　　現場 ℓ 120,360.1 26,964.7 119,156.5 26,695.1

　　生コン工場 ℓ 34,421.5 12,068.1 34,077.3 11,947.4 7,526.6

(3) 軽油 ℓ

　　現場 ℓ 6,318.2 1,791.4 6,255.0 1,773.5

856.7 215.6 159.8

1,406.0

808.0

　　生コン工場 kWh 30,936.0 7,596.0 30,626.6 7,520.0

(2) ｶﾞｿﾘﾝ使用料削減 ℓ

3,965.0

(1) 電気使用量削減 kWh

　　本社 ℓ 7,658.4 1,941.8 7,581.8 1,922.4

5,560.0

７　環境活動目標の実績　

環境活動目標 単位

基準年
2021年度

年間 試行期間

　　現場 kWh 5,265.0 336.0 5,212.4 332.6

1.二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 463,462.2 117,369.0 458,827.6 116,195.3

　　本社 kWh 29,321.0 6,274.0 29,027.8

実績
2022年度

目標 1％削減
2022年度

1 1 2 1 1

評価は達成率が

年間 試行期間

2021年5月
-2022年4月

2021年10月
-2021年12月

2022年5月
-2023年4月

2022年10月
-2022年12月

　　生コン工場 ℓ 865.4 217.8

2022年10月
-2022年12月

137,788.2

6,211.3
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事務所 現場

1 全社員 達成 未達 ○

2 達成 未達 ○

3 達成 未達 △

4 達成 未達 ◎

1 達成 未達 ○

2 達成 未達 ○

3 総務部 達成 未達 ○

4 全社員 達成 未達 ○

事務所 現場

1 達成 未達 ◎

2 達成 未達 △

3 達成 未達 ○

1 総務部 達成 未達 ◎

2 達成 未達 ○

事務所 現場

1 総務部 達成 未達 ○

2 全社員 達成 未達 ◎

事務所 現場

1 達成 未達 ○

2 達成 未達 ○

事務所 現場

1 達成 未達 ◎

2 達成 未達 ○

　会社周辺の清掃・ロードクリーンボランティア

　建設現場及び周辺の自然環境を把握し、環境保全を図る

 ５ 地域貢献活動の推進

 ４ 環境に配慮した施工

　工事による廃材・汚泥の適切な処理

　現場における騒音・振動に配慮した施工

８　環境経営計画(試行期間)　取組結果とその評価
活動項目

電気使用量削減

　こまめな消灯

　急加速・急停止の抑制

 １ 二酸化炭素排出量の削減

燃料使用量削減
（ガソリン・軽

油）

　不用なアイドリングの禁止
全社員

　不用なものは降ろす

総務部　室温設定を見直す

　エアコン室外機・フィルターの定期点検

　タイヤ圧の点検、車両整備点検の実施

各現場毎

取組結果

取組結果

取組結果

全社員

各現場毎

各現場毎

取組結果

　設備の空運転禁止

　廃棄物処分場への運搬処理

各現場毎

各現場毎

 ２ 廃棄物排出量の削減

一般廃棄物

　裏紙利用による紙使用量削減

　リサイクルの推進と分別の徹底

　ペーパーレス化

産業廃棄物
　マニフェスト伝票で適正処理が行われているか確認する

 ３ 水使用量削減

　漏水の定期点検

　節水習慣の徹底

各現場毎

各現場毎

担当責任者
└ 総 務 部/総務部長

└ 各現場毎/工事部門長

取組結果

全社員

-

評価及び今後の取組

評価及び今後の取組

評価及び今後の取組

評価及び今後の取組

取組自体は概ね達成できたもの
の、目標数値の達成には至らな
かった。環境省の推奨室温(夏
28℃/冬20℃)を目安に引き続き取
り組む。

【軽油】目標数値の達成には至ら
なかったが、災害に伴う結果のた
め、今後の状況状態を注視する。

節水意識の向上により目標達成に
繋がった。継続して取り組む。

廃棄数量を毎月把握することで意
識向上を図り、印刷時のミスプリ
ント等を減らしペーパーレス化取
組につなげる。

◎：よくできた

〇：できた

△：改善の余地あり
×：見直し、又は是正対象

今後も達成できるよう取組みを続
けていく。

試行期間中にﾛｰﾄﾞｸﾘｰﾝﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを
実施。次回は8月を予定

評価及び今後の取組
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※本システムは2022年10月から運用開始したところであり、2023年度も2022年度の取組みを継続して取り組む。

９　次年度の環境経営計画

┌担当責任者┐ ┌スケジュール┐

 １ 二酸化炭素排出量の削減 事務所 現場

活動項目
5月～4月

電気使用量削減

こまめな消灯 全社員

担当責任者：総 務 部/総務部長
    　　    各現場毎/工事部門長

各現場毎
設備の空運転禁止

総務部室温設定を見直す

エアコン室外機・フィルターの定期点検

燃料使用量削減
（ガソリン・軽油）

各現場毎
急加速・急停止の抑制

タイヤ圧の点検、車両整備点検の実施 総務部

不用なものは降ろす 全社員

年間通して実施

年間通して実施

工事による廃材・汚泥の適切な処理
全社員 各現場毎

現場における騒音・振動に配慮した施工

5月～4月

会社周辺の清掃・ロードクリーンボランティア
全社員 各現場毎

建設現場及び周辺の自然環境を把握し、環境保全を図る

 ５ 地域貢献活動の推進 事務所 現場

不用なアイドリングの禁止
全社員

節水習慣の徹底 全社員

 ２ 廃棄物排出量の削減 事務所

一般廃棄物

裏紙利用による紙使用量削減

全社員

リサイクルの推進と分別の徹底

産業廃棄物
マニフェスト伝票で適正処理が行われているか確認する 総務部

廃棄物処分場への運搬処理

ペーパーレス化

各現場毎

5月～4月

年間通して実施

年間通して実施

年間通して実施

5月～4月

5月～4月

総務部
各現場毎

各現場毎

現場

 ４ 環境に配慮した施工 事務所 現場

 ３ 水使用量削減 事務所 現場

漏水の定期点検
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

自働車
リサイクル法

廃棄自動車の適正処分

又、現時点まで関係当局からの違反等の指導、住民からの苦情、訴訟もありません。
※環境関連法規の遵守状況をチェックしたところ違反はありません。

家庭用エアコン・テレビ・冷蔵庫特定家庭用機器の適正処分

建
設
業
・
建
築
・
土
木
工
事
施
工
業

建設
リサイクル法

環境基本法

廃棄物の処理
及び清掃

家電
リサイクル法

建設資材のリサイクル
リサイクル資材の活用

定期報告 毎年6月29日までに前年度のﾏﾆﾌｪｽﾄ交付状況等を知事に報告する

作業開始の7日前までに提出

作業開始の7日前までに提出

機器の点検・記録保存(機器の廃棄等を行い、フロン類の引渡しを
完了した日から3年)、漏洩時の修理・報告

騒音規制法

振動規制法

フロン排出
抑制法

適正管理
適正処分

社用車等、廃車時の届出

特定建設作業の届出

焼却炉

保管基準の遵守

処分許可業者と直接２者間での委託契約を締結
・契約書には処理業者の許可証の写しを必ず添付
・契約書は業務が終了した日から5年間保管する
運搬・処理が適切に行われているか状況の把握、確認

産業廃棄物が運搬されるまで保管基準に従い保管する
・周囲に囲いを設置し廃棄物の飛散・流失防止に努める
・保管場所の掲示板を見えやすい所に設ける

産業廃棄物を引き渡す際にﾏﾆﾌｪｽﾄを交付する
・廃棄物の種類ごと運搬先ごとに交付
・種類、数量、受託者氏名、名称等を記載（確認）する

運搬・処分の終了を確認しA票の控え共に5年間保管する
・B2票、D票は交付日から90日、E票は180日を過ぎても未返却だっ
た場合は処理業者へ確認催促すると共に知事へ報告書を提出する

ダイオキシン特措法
・火床面積 0.5㎥未満
・焼却能力 50kg/μ以下
・800℃以上の温度での焼却（補燃装置付き）

マニフェストの交付

マニフェストの保管

エコアクション21への取組地球温暖化対策推進法

アスファルト・コンクリート等は産業廃棄物処理場へ搬出

業務用エアコンの

特定建設作業の届出

10　環境関連法規制等の遵守状況

適用
対象

法規・条例

作成日：

産業廃棄物の委託処理
基準の遵守

要求事項 遵守項目

環境管理責任者

2023.02.01

遵守
評価

遵守評価日

評価者

2022.10.01
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3  環境経営計画 有 無

4

5  その他のシステム要素

 実施体制

6  その他（外部への対応）

有

有

有

無

無

無

改正の
必要性

見直し項目 内　容

特に問題なし

２）代表者による全体評価と見直し指示

代表取締役 椎葉　保孝

令和　　５年　２月 ２日

7

株式会社　武田建設

　令和4年10月1日から令和4年12月31日の間、EA21環境活動の試行期間として環境経営計
画に基づき目標達成に努めてまいりました。
　生コン工場での大幅な目標達成については、台風の被害を受けたことで事業活動が停
止していた期間があることもふまえながら、引き続き目標達成できるように努めて行き
ます。
　現場における目標達成に至らなかった項目についても、台風等の自然災害発生に伴う
工事件数・建設機使用量の増加したことを考慮するとやむを得ない結果と思われます。
今後も様子を見つつ二酸化炭素排出量の削減に努めます。
　また、環境に対しての教育を全社員を対象に行い、指導を徹底し環境の保全に努めま
す。法令遵守状況は問題なく不適合はありませんので、今後の法改正状況にも十分気を
付けて適宜対応していきます。

環境責任者及び事務局で達成状況を確認し管理して
いく

有

有

無

無

1

2  環境経営目標

 その他（　　　　　　　　　）

 環境経営方針

取り組み強化が必要な項目について社員一同に周知する

フロン排出抑制法3年間の記録保存を見なおす

8

 取引先、業界、関係行政機関、
　　　　　　　　その他の外部動向

3

4

5

6

 環境経営計画及び
　　　　　　　取り組み実施状況

１１　代表者による全体評価

項　目

 エコアクション21文書1

 環境経営目標及び
　　　　　　　目標達成状況2

確　認　・　評　価

１）見直し関連情報

継続する

21年度と試行期間の工事量が違うことから差異が出るので
今後の様子を見る

特に問題なし

 環境関連法規要求一覧
　　　　　　　及び遵守状況

 問題点の是正・予防処置の実施状況

 外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・対応記録

継続的に取り組む
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